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& Major, 2005）ことが広く知られている。 
	 このように、オンライン協働学習には多くの利点があるにも関わらず、先行研究の一部
においては、効果が少ないものや利点を強調できないという結果も報告されている。Jung, 
Kudo, and Choi （2012）の日本における第二言語としての英語利用環境下での研究では、
オンライン協働学習に従事する場合、ストレスを発生させる４つの型の要因があることが
報告された。それらは、（1）課題達成での言語に関わる自信、あるいは自己効力の欠如、






Jung et al. （in press） や Kudo （2013） は、認知負荷理論が提唱するワークトエグザン




プト有り、無し）が、言語自己効力（language self-efficacy = LSE）のレベルとの関わりに


















Type Iから IVのストレス要因の計測には Stressor scale （Jung et al., 2011） が使用され、
外国語でのタスクとスキルの自信の計測には、Foreign language self-efficacy scale （Shaw, 
2006） が使用された。協働作文を評価するにあたっては、ESL composition profile （Jacobs 
et al., 1981）を使用した。 
	 研究課題１に関しては、４つの型のストレス要因の平均値に対し、三要因の分散分析を
処遇要因、LSE 要因、そして前後要因に対して行った。その結果、低 LSE 群において、
前後と処遇に交互作用が認められた。低 LSE 群では、プロンプト付ワークトエグザンプ








̶	 3	 ̶ 
学習者を助けたことを示唆している。しかしながら、実験２は Type I ストレス要因に関
する実験を再現できず、実験１と相対する結果を示した。 







ネスが原因と考えられる。両実験で Type II、Type IIIストレス要因は処遇と LSEの効果に









& Schraw, 2009）という知見や、プロンプトは内在的な認知負荷を押し上げる（Berthold & 
Renkl, 2009; Berthold et al., 2011）という知見と一致するものである。実験２では、内在的
認知負荷、外在的認知負荷の両方とも LSE要因の主効果しか観測できなかった。 
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 しかしながら、実験１と２には、いくつかの不一致が見られた。たとえば、実験２は実
験１を再現する事ができず、LSEの高低で逆の反応が観測された。Type Iストレス要因に








	 結論として、この研究には制限があるものの、実験１、２の結果から低 LSE を有する
EFL 学習者をオンライン協働学習に含むためのいくつかの示唆と提言を得る事ができた。
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論文審査結果の要旨	 
 
 
	 工藤雅之氏の博士論文最終評価審査委員会は２０１４年２月３日午前１０時１０分か
ら１１時２０分まで、教育研究棟２５７号室で開催された。博士論文の徹底的な見直しの
結果、工藤氏の論文は、その着眼点、方法、結果、考察および結論を通して質の高い研究
論文であると、博士論文評価委員会は全員一致で同意した。また、委員会は、本論文の内
容は非常に良く整理され、言語教育におけるインストラクショナル・デザイン領域への貢
献も明確にされていることへの認識に関しても同意があった。それゆえ、委員会は全員一
致で、工藤氏の論文を、最終審査で合格とすることで同意をした。 
	 工藤氏は、オンライン協働学習を用いた英語ライティングの授業においてワークトエグ
ザンプルを教授ストラジーとしての効果を検討したが、特に語学自己効力感の低い学生の
ストレス緩和や不必要な認知負荷に与える効果が強調された。工藤氏の研究結果では、あ
る特有なワークトエグザンプルの利用（プロンプトのある具体例）は、他のワークとエグ
ザンプルに比べると、ストレスの軽減、内的認知負荷を促進し、大学生—特に、自己効力
の低い学生−−における協働ライティング課題の成績を改善することが示された。 
	 第二言語としての英語教育にあたって、自己効力感が低くかつ関心も薄いが為に、スト
レスが高くなり、認知負荷も高くなる日本の大学生への指導の困難さを痛感して、工藤氏
は本研究の必要性を説き、重要な研究課題を設定した。展開された研究課題に答えるため
に、工藤氏は研究手法の価値や制限を十分に理解した上で、準実験を二つ実施した。それ
ぞれの実験では、オンライン協働英語ライティングの課題という文脈において、２種類の
ワークトエグザンプル（プロンプトの有無）を使って効果を検証した。工藤氏は英語ライ
ティングの講師であったために、実験群の管理を上手くこなし、教授ストラテジーを計画
通り実施し、学生のオンラインでの協働過程を慎重に観察した。それ故、工藤氏は必要な
データを徹底して収集し、綿密な考察をした上で、インストラクショナル・デザインや言
語教育の分野において学問的で実践的な示唆を提供することができた。 
	 工藤氏の研究は、インストラクショナル・デザインや言語教育の分野への新しい知見を
提供しているが、それはオンライン協働ライティングにおいてストレスが低減され、認知
負荷統制を促進する効果的なストラテジーを示したことであった。こうした教授ストラテ
ジーは、語学に関して低い自己効力感を持つ学生にとっては、有益であろう。本研究の将
来につながる研究としてオンライン協働学習に参加する多様な学習者へのいろいろな「足
場掛け」ストラテジーの検討ができるであろうし、ESLの文脈においてワークトエグザン
プルの応用を教育者に導くことができるであろう。 
	 工藤氏の博士論文は、膨大な努力によるものである。よって、本委員会は工藤氏の完成
論文を高く評価する。 
 
